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PRESS RELEASE  2026/10/1   

  
 

   
 

人も牛も健康に! 乳酸菌が呼吸器感染症の重症化を抑制 
～肺胞マクロファージの働きを介してウイルス感染を軽減する可能性を示唆～ 

 

ポイント 

 ・乳酸菌 HOKKAIDO 株がウイルス性呼吸器感染症の重症化を防ぐことを、マウス実験により証明。 

・抗ウイルス効果には肺胞マクロファージの働きが関与している可能性を新たに発見。 

・乳酸菌 HOKKAIDO 株が人や子牛の呼吸器感染症にも有効である可能性を示唆。 
 

概要 

北海道大学大学院獣医学研究院の今内 覚教授、同大学大学院国際感染症学院博士課程の池端麻里

氏、同大学 One Healthリサーチセンターの岡川朋弘客員准教授らの研究グループは、乳酸菌 HOKKAIDO

株＊1（Lactiplantibacillus plantarum HOKKAIDO 株）がウイルス性呼吸器感染症の重症化を抑制し、さ

らにその効果には肺胞マクロファージ＊2 の働きが関与している可能性を、マウス実験により明らかにし

ました。 

子牛は免疫系が未熟であり、下痢症や呼吸器病などの様々な感染症に罹患しやすく、これらは畜産業

に大きな経済的損失をもたらしています。これまでに本研究グループは、乳酸菌 HOKKAIDO 株が子牛

のウイルス性下痢症の臨床症状を軽減することを明らかにし、さらに同株がウシの免疫細胞を活性化し

て抗ウイルス性サイトカインの産生を誘導することを in vitro で証明してきました。これらの知見から、

乳酸菌 HOKKAIDO 株は子牛において下痢症だけではなく、呼吸器感染症に対しても有効である可能性

が示唆されました。 

そこで本研究では、乳酸菌 HOKKAIDO 株がウイルス性呼吸器感染症に対してどのような作用を示す

かを明らかにするため、マウス感染モデルを用いて抗ウイルス効果を詳細に解析しました。その結果、

乳酸菌 HOKKAIDO 株を投与したマウスでは、感染後の生存率が向上し、体重減少が抑制されるととも

に、肺内ウイルス量が有意に減少していました。また、通常の感染では肺胞マクロファージ数が減少す

る一方、乳酸菌 HOKKAIDO 株を投与したマウスではその減少が認められず、気管支肺胞洗浄液（BALF）

中の炎症性サイトカインやケモカイン量も低下していました。さらに、肺胞マクロファージを除去する

と乳酸菌 HOKKAIDO 株による防御効果が失われたことから、同株の抗ウイルス作用には肺胞マクロフ

ァージが重要な役割を担うことが示唆されました。 

これらの成果は、乳酸菌 HOKKAIDO 株がウイルス性呼吸器感染症の重症化を防ぐことを示したもの

であり、ヒトや子牛の呼吸器感染症に対する新たな疾病予防戦略としての応用が期待されます。 

なお、本研究成果は 2026 年 9 月 21 日（月）公開の Frontiers in Immunology 誌にオンライン掲載さ

れました。 

 

 

 

 

 

本研究成果の応用例 
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【背景】 

子牛の感染症は成長に悪影響を及ぼし、時には子牛を死に至らしめることから、畜産業において生

産性を低下させる重要な課題となっています。特に、下痢症と呼吸器病は子牛の感染症による主要な

死亡原因であり、効果的な予防・治療法の確立が求められています。 

プロバイオティクスは、適切な量を摂取したときに宿主に有益な効果をもたらす生きた微生物であ

り、乳酸菌などを中心に家畜の健康管理への応用が進んでいます。本研究グループはこれまでに、乳

酸菌 HOKKAIDO 株がウシロタウイルス感染子牛の下痢症の臨床症状や腸管病変を軽減し（Kayasaki 

et al., Vet Microbiol, 254:108976, 2021）、さらに単球や T 細胞を活性化して、IFN-γなどの抗ウイル

ス性サイトカイン産生を誘導することが明らかにしてきました（Ikehata et al., Front Vet Sci, 

10:1145445, 2023）。 

近年、腸と肺が互いに影響し合う「腸―肺軸」が注目されており、腸内環境の改善が呼吸器の免疫

応答を高める可能性が示されています。ヒトやマウス実験では、いくつかのプロバイオティクスが抗

ウイルス免疫応答の活性化や炎症反応の調整を通じて、ウイルス性呼吸器感染症の症状を軽減するこ

とが報告されています（Shahbazi et al., Molecules, 25:4891, 2020）。また、ウシにおいてもプロバイ

オティクスの給与が呼吸器病の発生率を低減することが示されており（Moccelin et al., Anim Prod 

Sci, 65:AN25161, 2025）、プロバイオティクスはウシの呼吸器病予防の新たな選択肢として期待され

ています。 

乳酸菌 HOKKAIDO 株はウシの免疫細胞を活性化し、抗ウイルス性サイトカイン産生を誘導するこ

とから、様々なウシ感染症に対して有効である可能性が示唆されています。しかし、ウイルス性呼吸

器感染症に対してどのような防御効果を示すのか、また肺の免疫応答にどのような影響を与えるのか

は、これまで十分に解明されていませんでした。 

そこで本研究では、乳酸菌 HOKKAIDO 株がウイルス性呼吸器感染症に対して防御効果を発揮する

かどうか、そしてその免疫学的メカニズムを明らかにするために、マウス感染モデルを用いて検証し

ました。 

 

【研究手法】 

DBA/2 マウスに対して乳酸菌 HOKKAIDO 株を 7 日間経口投与した後、急性呼吸器感染症を引き起

こすセンダイウイルス（SeV）を鼻腔内接種し、感染を誘導しました。DBA/2 マウスは、SeV に高い

感受性を示すことが知られている系統です。まず、乳酸菌 HOKKAIDO 株投与が全身免疫応答に及ぼ

す影響を評価するため、投与 7 日後に脾臓を回収し、脾臓重量、白血球数、サイトカイン発現量を測

定しました。続いて、SeV 感染後 14 日間にわたり生存率及び体重変化を評価しました。この期間中、

乳酸菌 HOKKAIDO 株は毎日投与しました。さらに、SeV 感染 7 日後に肺を回収し、肺中ウイルス量

及び各種免疫細胞数を測定しました。また、気管支肺胞洗浄液（BALF）を採取し、炎症性サイトカイ

ンやケモカインの産生量を解析しました。加えて、SeV 感染 3 日後に盲腸便を回収し、腸内細菌叢解

析を実施しました。最後に、肺胞マクロファージ除去試験を行い、除去によって乳酸菌 HOKKAIDO

株の防御効果がどのように変化するのかを、生存率及び体重変化を指標として評価しました。 

 

【研究成果】 

乳酸菌 HOKKAIDO 株を 7 日間投与したマウスでは、脾臓の相対重量が増加し、白血球数も有意に

増加していました。また、IFN-γや TNF-αといった抗ウイルス性サイトカインの発現が上昇してお

り、同株が全身の免疫応答を高めることが示されました。さらに、SeV 感染後 14 日間の観察では、
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乳酸菌 HOKKAIDO 株投与マウスでは生存率が高く、体重の回復も早いことが確認されました（図 1）。

感染 7 日後の肺解析では、乳酸菌 HOKKAIDO 株投与マウスにおいて肺中ウイルス量が有意に低下し

ていました。特に、感染により減少する肺胞マクロファージが乳酸菌 HOKKAIDO 株投与マウスでは

維持されており、ウイルス量との間に負の相関が認められました。これらの結果から、肺胞マクロフ

ァージが防御効果の重要な役割を担うことが示唆されました。また、BALF 中の炎症性サイトカイン

及びケモカインは、乳酸菌 HOKKAIDO 株投与マウスで有意に低下しており、肺の炎症反応が抑制さ

れていました。さらに、感染 3 日後の盲腸便解析では、乳酸菌 HOKKAIDO 株投与マウスで特定の細

菌群の相対量が変化し、腸内細菌の多様性が増加していました。最後に、肺胞マクロファージを除去

すると、乳酸菌 HOKKAIDO 株投与による生存率の改善効果が大きく減弱し（図 2）、体重回復も同様

に抑制されました。このことから、肺胞マクロファージがウイルス感染防御に不可欠であり、乳酸菌

HOKKAIDO 株がその働きを支える可能性が示唆されました。 

 

【今後への期待】 

本研究により、乳酸菌 HOKKAIDO 株は、全身及び肺局所の免疫応答を調節し、特に肺胞マクロフ

ァージの働きを維持することで、ウイルス性呼吸器感染症の重症化を抑制することが明らかになりま

した（図 3）。また、これまでに乳酸菌 HOKKAIDO 株は子牛のウイルス性下痢症の臨床症状を軽減す

ることが示されており、本研究は同株が呼吸器感染症に対しても有効である可能性を示す新たな知見

となりました。 

今後は、乳酸菌 HOKKAIDO 株が呼吸器感染症に対して示す抗ウイルス効果の詳細なメカニズムを

さらに解明するとともに、乳酸菌 HOKKAIDO 株の給与が子牛のウイルス性呼吸器感染症に対してど

のような予防・治療効果をもたらすかについて、実証的な検証を進めていきたいと考えています。ま

た、同様の作用がヒトの呼吸器感染症にも有効であるかを検証し、将来的な応用可能性を視野に入れ

て研究を展開していきたいと考えています。 
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【参考図】 

 

 
 

図 1. 乳酸菌 HOKKAIDO 株投与による SeV 感染後の生存率向上及び体重減少からの早期回復 

 

 

 
 

図 2. 肺胞マクロファージ除去による乳酸菌 HOKKAIDO 株の防御効果の低減 
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図 3. 乳酸菌 HOKKAIDO 株のウイルス性呼吸器感染症に対する効果 

 

【用語解説】 

＊1 乳酸菌 HOKKAIDO 株 … 北海道の漬物から単離された乳酸菌で、プロバイオティクスとして注目

されている乳酸菌。ヒトでは、樹状細胞株から様々なサイトカインの産生を誘導することが報告され

ており、ヒトの免疫機能を改善する効果が期待されている。 

＊2 肺胞マクロファージ … 肺胞に常在する免疫細胞。病原体の排除や炎症制御を通じて呼吸器の恒常

性維持に重要な役割を果たす。SeV は、マクロファージが本来もつ抗ウイルス作用を弱めることで、

感染の重症化を促進することが報告されている。 


